
あの日。1995年（平成7年）1月17日午前5時46分。自宅のベッドで寝ていた私は、突然の

激しい揺れで目を覚ましました。経験したことのないような強い揺れとその長さに、どうすればよいの

かわからず、ただただ怖くてベッドから落ちないようにしがみつくことしかできなかった記憶がありま

す。 

揺れがおさまり、テレビをつけると、まだ詳しい情報は出ていませんでした。あんなに揺れたのに、

そんなに被害は出なかったのかと不思議でした。でもその後、時間が経つにつれて被害の状況がどんど

ん明らかになっていき、とんでもないことが起こったのだと実感することになりました。 

当時、神戸に住んでいた同級生は、２階建ての集合住宅の２階に住んでいて、たまたまその日は外出

先にいたので無事だったそうです。でも、帰ってくると、１階が押しつぶされ、２階だったはずの部屋

が1階になっていたそうです。大阪に住んでいた弟は、倒れてきそうな食器棚を必死でおさえ、自ら

の身が下敷きになるのを防いだそうです。 

あの日から３０年。私の震災の経験など小さなものですが、あれから私があらゆる情報に触れ、学

び、得た教訓は、子どもたちに伝えていかなければと思います。いざというとき、子どもたちが、子ど

もたち自身の力で自分の命を守れるように。 

多賀小学校では、毎年１月に地震・火災の避難訓練を実施しています。避難の仕方だけでなく、「命

を守る行動」とはどういうことなのかを考える機会となるようにしています。 

昨年も、元日の能登半島地震をはじめ、全国各地で地震が起こりました。そして、８月に起きた宮崎

県の地震後には、平常時よりも南海トラフ地震が発生する可能性が高まっているとして、「南海トラフ

地震臨時情報（巨大地震注意）」が出されました。臨時情報を受け、本校では２学期が始まって間もな

いころにも、臨時で地震の避難訓練を行いました。 

突然大きな地震が来たら、きっと誰しも動揺し、落ち着いて行動することが難しくなるでしょう。何

が正しい行動なのか判断できないかもしれません。だからこそ訓練が大切になってきます。避難訓練と

いうと、いつも外に逃げるのが当たり前のようになっていますが、本当に外に逃げることが安全なのか

も判断する必要があります。外と中の安全性について調べてみると、安全性は建物によって変わり、耐

震性が低い建物なら外に出る方が安全ですが、耐震性が高い建物なら、中にいる方が安全なのだそうで

す。ちなみに井手町立小・中学校は、文科省が示す耐震基準をクリアしており、大規模な地震の震動及

び衝撃に対して倒壊または崩壊する危険性が低い耐震性のある建物となっています。 

南海トラフ巨大地震が、この先30年以内に80％程度の確率で起こると言われています。80％程

度というのは、「いつ起きてもおかしくない数字」なのだそうです。 

時が経つと、記憶は薄れてしまいます。そして、自分の身に起きていないことは、余計に忘れてしま

いやすいです。大切なのは、「あの日」を自分事として捉えることなのではないでしょうか。そうすれ

ば、おのずと今、すべきことが見えてくるような気がします。 

「あの日から」得たものを風化しないようにし、次なる災害へ備えなければと強く強く思いました。 

 

井手町立多賀小学校 

        校 長 白 尾 尚 美 

 

いじめ相談窓口 

いじめについて・学校生活についてな

ど気になることや不安に思うことはご相

談ください。 

０７７４－８２－２１１２（多賀小学校） 

多賀小学校担当 教頭まで 

０７７４－８２－４３３３（教育委員会） 

教育委員会担当 参事（北川）まで 

 
「みんな違う、じゃなくて 

 みんな違う。」  

（いじめ防止標語コンテストより） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行事 

3 月 クラブ④ 

4 火 全校合唱練習 

5 水 全校朝礼 

6 木 
児童会生徒会合同会議 臨時校時 

教育相談日（午後） 

7 金 漢字検定 

１0 月 クラブ（最終） 

13 木 

普通4校時 

文化の集い・6年生を送る会・ 

子ども見守り隊感謝の集い 

教育相談日（午前） 

14 金 
安全の日 

算数検定（6年） 

19 水 児童集会 

20 木 
普通4校時 

教育相談日（午後） 

25 火 地域児童会 

27 木 交流遊び⑤ 
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●日時：令和7年２月13日（木） 

午前８時４５分～１１時３５分 

開場時刻 午前８時３０分 

●内容：① 子ども見守り隊感謝の集い 

② 文化の集い 

③ ６年生を送る会 

●場所：本校体育館  

 

「文化の集い」に向け、子どもたちは合唱や

劇などの練習に一生懸命頑張って取り組んでい

ます。日頃の学習の成果を発表しますので、お

忙しいとは存じますが、ご参観いただきますよ

うお願いいたします。 

 

※保護者席の最前列は、発表学年の優先席とい

たします。 

※当日はスリッパと靴を入れる袋をお持ちくだ

さい。 

※お車でのご来場はご遠慮ください。 

（駐車場はありません。） 

※プログラムにつきましては、 

後日配布する学校から 

のお知らせをご覧くだ 

さい。 

 

＜３月のおもな行事予定＞ 

 ３日（月）委員会⑤最終 

 ４日（火）体重測定 

５日（水）児童会引継・決意表明式 

１１日（火）卒業式練習① 

１２日（水）卒業式練習② 

１４日（金）安全の日 

１７日（月）卒業式予行練習 

１８日（火）卒業式前日準備 

      短縮４校時 給食あり 

１９日（水）卒業証書授与式 

      特別３校時 給食なし 

２１日（金）短縮４校時 給食終了 

２４日（月）修了式 特別３校時 

あの日から 
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１月９日（木）、全校書き初め会を実施しました。 

１・２年生はフェルトペンを、３～６年生は筆を使って書きました。 

どの児童も真剣な眼差しで、新年の決意を書き表していました。 

１月２０日（月）～２４日（金）、３学期のさわやかあいさつ運動を実施しました。 

寒い中でしたが、子どもたちは元気に挨拶を交わし、気持ちよく一日のスタートを切ることが

できました。協力いただきましたＰＴＡの皆様、泉ヶ丘中学校生徒会のみなさん、ありがとうご

ざいました。 

１月２７日（月）～３１日（金）、給食週間として給食に関する目標を各学年で決め、取組を

行いました。また、栄養教諭による、「食」についての授業を学年ごとに行いました。 

２９日（水）には給食感謝集会を行い、日頃、給食でお世話になっている給食センターの方等

に感謝の手紙を送りました。 

１月２８日（火）、６年生が認知症サポーター養成講座を受講しました。社会福祉協議会や地域包括支

援センター、社会福祉法人弥勒会「いでの里 」の４名の講師の方から認知症はどんな病気なのか、また、

どんなふうに関わっていくとよいのかについて教わりました。子どもたちは、「こんな場合はどうすると

いいのだろう？」と友だちと話し合いながら、それぞれの経験や考えをもとに学びを深めていました。 

１月１４日（火）、井手町まちづくりセンター椿坂で２年生が冬野菜の収穫をしました。 

とても大きく育ったキャベツを両腕で抱えながら、収穫できた喜びを感じていました。 

井手町まちづくり協議会のみなさん、お世話になりました。ありがとうございました。 

１月３０日（水）、６年生が社会科の学習の一環で井手町役場と議場、山吹ふれあいセンターの見学

をしました。町の政治が生活に果たす役割の大きさや政治に参加することの大切さについて考えるこ

とができました。 


